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新
駐
在
鼻
兼
分
館
最
の
紹
介

聖
丁
度
を
薪
と
し
て
解
任
謁
や
公
民
分

館
長
の
放
任
が
あ
っ
た
区
や
分
館
の
新

旧
の
氏
名
を
紹
介
し
ま
す
。

清
閑
駐
群
騎
乗
公
民
分
館
最

新
　
　
江
藤
　
昌
苗

旧
　
　
欒
田
日
代
治

机
駐
在
埠
兼
公
用
分
館
東

漸
　
　
太
田
　
静
男

旧
　
　
梶
山
　
武

クク窯ク芸

至緒高空畠
（
分
団
長
）

第
五
分
団

ククク

消
防
董
彰

掲璧離

静慧竺弘　儲徹保賃芹

町
満
防
団
出
和
め
式
は
寒
冷
鼻
を
き
る

一
日
十
八
日
午
前
十
膵
よ
り
行
わ
れ

た
。
革
朝
よ
り
各
分
団
で
は
訓
練
鍛
錬

が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
滑
防
車
も
ろ
と
も

整
備
を
完
了
し
て
、
定
刻
前
三
十
分
、

金
時
乗
合
寒
風
を
つ
い
て
式
場
に
騎

み
。
二
線
延
長
操
法
訓
好
め
分
列

式
、
小
隊
敵
機
等
7
7
坂
い
内
容
の
充
実

し
た
実
演
を
終
え
、
県
潜
防
協
会
長
、

同
郡
支
部
長
、
町
長
並
び
に
団
長
等
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
式
を
終
り
、
直
ち
に

宙
田
三
脚
口
部
落
前
で
ポ
ン
プ
操
法
の

演
留
が
行
わ
れ
、
町
民
の
す
べ
て
に
安

心
感
を
与
え
正
午
過
ぎ
つ
ゝ
が
な
く
す

べ
て
を
終
了
し
た
。

尚
、
受
貨
の
模
様
は
次
の
・
通
汐
で
あ

る
。◎

金
馬
簾
受
賞

県
隋
防
蔓
よ
り
町
消
防
団
へ

（
二
回
目
）

消
防
協
会
長
表
彰

永
年
動
豊
二
十
年

上顎ポンプ操法実演（鯉口部落前新道路ぞいにて）

下恕表彰式、一般人受賞風景

水
中
新
運
動
場
工
事
進
む

水
巻
中
学
校
の
東
門
を
経
て
現

在
工
事
中
の
新
園
漣
三
尊
腺

が
、
薮
場
袈
ｌ
赦
し
て
敷
残

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
邪
レ

く
通
勤
場
を
粒
け
る
為
1
東
側

隣
接
空
き
地
と
の
換
地
折
渉
も

日
本
炭
私
と
肘
執
行
部
と
の
間

で
解
決
し
、
愈
々
石
壁
預

よ
り
斯
渾
翻
場
Ｈ
啓
鼠

オ
ル
ト
」
ザ
詞
の
濃
掛
か

－

．
．
か
に
日
に
1

音
読
篭

変
る
こ
と
な
く
使
用
出
来
る
仕
蘭
と
な

っ
て
い
る
）
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

外
柵
も
、
北
側
と
西
側
は
金
網
張
（
特

殊
な
錆
び
な
い
も
の
）
と
し
東
側
新
国

池
に
潤
し
た
方
は
要
綱
張
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

や
が
て
楽
ｌ
し
い
進
学
や
入
学
の
新
学
期

か
ら
使
用
柚
巣
る
亀
鹿
で
為
り
ま
す
。

因
み
に
、
亡
の
潰
場
は

広
軍
．
元
五
千
二
十
二
平
方
米
（

・
′
ｌ
四
革
五
百
四
十
四
坪
）
で
、

由

㈲

　

　

　

　

ノ

凍

災
害
現
場
功
労
者

第
一
分
団
　
杉
本
　
昭

ｌ
般
人
中
聞
窟
美
子

防
火
滑
防
施
毅
の
普
及

改
革
劫
労
著

瑳
呑
団
　
新
川
　
施
昌

第
四
分
団
　
梅
谷
　
車
男

防
火
消
防
思
徹
の
宣
伝

沸
労
者

琴
芳
田
　
柏
原
　
琴
治

優
良
団
瞬

第
一
分
団

琴
姦
団

夢
二
分
団

．
ク

第
四
分
団

ク
第
五
分
団

ク
．

裔豊醤撃璧富浩志

竺茨等素借賃贅等

本
部
（
副
甜
環
）

石
塚
定
雄

夢
二
分
団

泉
　
卯
之
肪

第
四
分
甘

畑
中
　
貞
剰

第
一
分
団
　
中
藤
千
徳
男

、
第
二
分
団
議
暗

ク
　
　
小
林

ノ
　
夢
二
分
団
　
安
部

ク
　
　
佐
藤

第
四
分
団
　
平
尾

ク
．
　
前
田

第
五
分
団
　
姥
退

五
年
勤
続
者
（
団
長
表
彰
）

第
一
分
団
平
川

ククククク
讐
計
団

・・♂．・

亀
崎

上
田

相
島

勝
田

池
田

増
田

黒
瀬

Ｊ
Ｊ
．
・
叫

博
衛

金
光

借
革

恒
男蘭

利
他ｌ

故
国

弘
美

留
噴

車
夫

辰
男

浅
水

渾
弥

義
臣

筐
ｔ
、
Ｊ

郡
安
部
長

彰
優
良
団
培

第
一
分
団

分
団
長
　
川
添

第
云
薗

分
団
長

町
長
表
彰

－
災
宵
現
場
功
労
者

・
啓
一
分
団

ク
苫

　

資

詩聖雷清覧畠　　覧

厳農得羞勉苦・馨ｌ一忘

古
田
ノ
一
永
沢
　
信
夫

防
火
消
防
思
徹
の
琵
伝
功
労
者

舞
四
分
団
川
原
　
培

第
五
分
田
岡
村
　
数
男

谷
風
　
茂
男

一
般
人

常
撃
Ｔ
鋏
会

駁
釆
宮
ノ
下
子
供
会

（
代
表
　
顕
　
正
剛
）

机
社
宅
子
供
会

（
代
表
　
末
野
下
稔
）

三
環
あ
や
め
酎

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
下

（
代
表
　
坂
本
武
）

水
巻
中
学
古
賀
地
区
分
会

．
．
（
代
表
　
田
中
芳
膵
）

樋

　

口

（
代
表
　
鞠
田
歯
）

肪
火
滑
防
施
投
の
普
及
改
善
功
労

者

第
一
分
田
　
本
田
　
勘
次

第
二
分
団
　
原
田
芳
秋

第
五
分
団
佃
　
敏
美

外
五
名

団
長
表
彰

優
良
団
員第

一
分
団
　
平
川
放
団

足
立
一
成

啓
春
田
大
林
宏
一
郎

今
谷
熊
天

啓
ｌ
春
田
　
白
柿
正
行

．
瓜
生
　
照
夫

第
四
分
団
田
口
良
男

木
村
　
道
夫

第
五
分
団
岡
村
　
教
男

内
門
　
静

董
ｌ
薯
玉
章
ま
．
要
ｌ
撃
．
．
．
一
＿
1
．
事
事

瀬
戸
内
町
（
鹿
児

島
県
）
の
大
火
に

対
し
慰
問
晶
続
々

と
欄
ら
る

旧
冬
大
火
に
よ
り
金
町
殆
ど
焼
失
し
た

県
営
住
宅
入
唐
希
望
者
の

受
付
け
を
致
し
ま
す
／

水
巻
附
聾
産
の
熊
地
区
（
鉄
漣
南
側
）
に
前
年
度
に
引
き
続
き
穆
築

中
の
県
営
僅
軍
丁
五
戸
の
竣
功
が
近
づ
き
ま
し
た
の
で
左
記
に
依
り
ま

し
て
公
募
致
し
ま
す
。

ｌ
、
建
設
の
場
所
　
水
巻
即
里
謡
崩

二
二
戸
数
及
び
規
格
（
ど
ち
ら
里
穂
票
ヤ

昭
和
三
十
三
年
度
「
歳
末
た
す
け
合
い

運
勒
」
の
精
算
を
発
表
致
し
ま
す

4
敷

金

3
使

用
料

2
構 親

近 格

．ｊ

．戸
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沼
和
三
十
三
年
の
「
歳
末
た
す
け
合
い

運
動
」
嘉
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

附
属
各
位
の
御
協
力
に
よ
旦
蓑
の
よ

う
に
非
常
に
優
秀
な
成
牌
を
お
き
あ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
を
の
精
辞

裏
表
致
し
ま
す
と
共
に
厚
く
御
礼
を

申
上
げ
ま
彗

①
収
入
の
部
円

の
鼎
募
金
会
配
分
金
四
八
、
六
〇
〇

㊥
町
ｌ内
よ
り
の
募
金
額
九
六
、
四
二
八

㊦
社
轟
議
会
八
七
、
八
八
二

肘
二
三
二
、
九
ｌ
Ｏ

撫
芦
内
田
の
被
盆
罷
帯
に

対
し
金
国
よ
り
銃
火
と
見

舞
品
が
贈
ら
れ
て
い
る
が

当
町
内
に
お
い
て
も
十
二

月
下
旬
古
質
区
主
婦
会
よ

り
餅
二
村
、
梅
ノ
木
京
町

梅
津
膵
雄
氏
よ
り
衣
料
一

包
交
今
年
に
入
っ
て
釘
婦

入
会
金
餞
に
よ
り
餅
多
数

が
当
町
社
会
福
祉
協
積
金

に
届
け
ら
れ
た
の
で
何
れ

も
被
害
者
に
対
し
発
送
し

三
、
申
込
資
格

ュ
県
内
に
居
住
し
て
い
る
着
又
は
県
円
で
止
索
に
従
革
し
て
い
る

曹
2
独
慨
の
生
計
を
営
み
使
用
料
及
び
敷
金
を
支
払
豊
意
及
び
能

力
を
有
す
る
者

3
親
に
同
居
し
叉
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
稼
関
係
及
び

婚
姻
墓
を
含
む
）
が
あ
る
着
．

4
現
に
仕
葛
に
困
窮
し
て
い
る
者

四
、
申
込
の
方
法

葺
合
罵
立
替
は
毒
に
所
定
の
入
居
申
込
瞥
（
町
役
場

良
仕
潔
に
あ
る
）
に
藍
事
項
を
記
入
轟
蔵
及
び
自
己

の
暫
軍
配
ス
し
た
葉
書
枚
及
び
住
民
耕
受
領
脊
（
給
与
所

得
者
に
あ
り
て
は
源
聾
を
持
参
の
ト
京
巻
町
髪
膚

に
申
込
む
。

2
申
込
蝉
の
「
毎
閑
窮
撚
巴
の
蘭
遷
す
る
項
撃

記
入
す
る
．

3
回
屑
レ
よ
う
と
す
る
親
族
が
婚
約
者
の
場
合
は
聾
党
首
等

を
記
入
し
た
婚
約
証
朋
登
添
付
す
る
。

4
申
込
瞥
裏
面
の
敦
新
明
欝
柵
は
正
確
に
記
入
し
、
申
込
者
が

∴
事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
は
所
得
を
証
明
す
る
容
斯
姦
付
す

る
。

玉
、
受
付
期
間

自
二
旦
ハ
島
二
月
十
三
日
（
伯
，
上
商
日
の
年
金
及
品
目
を

除
く
）

六
、
受
付
場
所
　
水
巻
町
役
場
用
意

七
、
入
居
予
定
月
日
　
三
月
下
旬

八
、
入
居
資
緒
者
の
収
入
基
準

る
星
川
望
着
は
葦
よ
り
左
の
如
く
収
入
葛
池
が
あ
る

の
で
留
意
さ
れ
た
い
。

第
一
種
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
台
著
薗
居
の
新
族
を
含
お

の
毎
月
の
収
入
の
合
計
か
ら
猛
豪
族
一
人
に
つ
き
千
円
を
控
除

し
た
額
が
当
詐
公
営
住
宅
の
家
賃
の
六
隙
以
上
十
五
倍
（
を
の
樹

が
三
万
二
千
円
を
こ
え
る
と
き
誓
芳
二
千
日
以
下
で
あ
る
こ

と
。

九
、
濁
連
想
苫
嵐
厨
聞
合
せ
ら
れ
だ
い
Ｐ
‥

し

－

・

喜
〒
こ
ご
三
二
こ
「
∵
享
．
．
Ｈ
．
へ

人

二
、
世
帯
別
金
額
竺
世
帯
当
里
5

0
円
人
員
割
金
願
は
一
人
当
り
七
〇

円
的
内
よ
り
策
め
た
た
す
け
合
い
蓉

金
竺
世
帯
当
り
二
〇
〇
円
を
配
分

し
た
。
尚
月
世
帯
は
世
帯
郡
を
加
算

せ
ず
一
・
畢
四
〇
〇
円
と
し
た
。

例
え
ば
五
人
世
帯
の
営

世
帯
劉
二
〇
〇
円
、
人
垣
割
三
五
〇

円
、
に
す
け
合
い
募
金
剖
二
〇
〇
円

と
な
り
合
計
七
五
〇
円
と
な
る
。

尚
収
入
の
内
町
内
よ
り
の
募
金
の
中

に
は
住
君
雄
之
助
成
よ
り
多
額
の
舞

相
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紙
上
を
借
紛

て
厚
く
御
礼
幕
上
げ
ま
雪
村
雨

苗
衣
料
品
等
は
、
支
給
日
当
日
附
内

の
世
帯
に
毒
上
げ
る
と
共
に
信
者

県
大
島
郡
輯
戸
円
田
の
大
火
に
よ
る

被
害
世
帯
に
対
し
御
送
り
致
し
ま
し

た
。
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Ｊ
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－
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ｌ

ヽ

ｌ

ヽ

水
巻
町
民
俳
句
会

の
誕
生
日

本
年
よ
り
町
内
俳
句
グ
ル
ー
プ

は
一
丸
と
な
っ
て
、
町
民
俳
句

会
と
し
て
各
派
を

超
え
つ
し

ー′▼一ヽ′ヽ■‾Ｊ．◆′ヽ′・

Ｌ通産ふｌ、一一

た
、
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ん
渾
撫

で
研
究
甘
心
会
に
な
り
ま
轟

た
。
発
会
式
を
ふ
く
み
「
こ
月
豆

二
十
二
日
」
苛
苗
に
ｌ
搾

梅
吟
行
致
し
ま
す
か
ら
、
な
志

く
く
入
会
し
て
な
い
方
も
当
日

申
込
ｒ
Ｌ
暑
い
う
襟
で
臍
狩
に
掛

の
ま
し
ょ
う
豊
壌

へ′　、　－Ｊｒｔへ′ヽ′

加
請
院
等
に
人
　
で
い
る
人
、
Ｃ

困
窮
草
Ａ
を
愉
く
世
帯

命
で
す
。

（
中
食
鴇
行
の
こ
と
∵

＼
一
　
－
　
ヽ
一
′
ｔ
－
＼
一
ｌ
′
ヽ
一
【
1
＼
一
ｌ
一
ｒ
ヽ

ヽ
′
ヽ
°
ヽ
4
．
ヽ
′
°
′
＿
’
°
ヽ
°
＿
．
°
．
．
°
㌧
．
．
1
．
．
ヽ
Ｊ
ｉ
．
＿
＿
▼
．
．
’
＿
．
ヽ
4
．
1
′
ヽ
ｌ
㍉
°
ヽ
．
．
＿
′
ｌ
ｒ
ヽ
ノ
＼
▼
＿
サ
’
ヽ
．
㌔
㍉

「
水
巻
町
第
一
こ
ど
も
鹿
開
放
翌

、！‘二．、豆・ｒＹ

計
画
成
る

当
町
の
よ
う
に
多
く
の
住
民
が
狭
い
土

地
に
酉
果
し
て
い
る
状
態
に
あ
ゥ
て
ば

児
宜
の
情
操
の
養
育
や
董
故
の
防

丑
等
の
為
、
児
豊
遊
園
の
施
設
は
風
葬

強
襲
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
を
の
努
力

を
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
県
当

局
の
御
尽
力
と
砿
業
所
の
御
協
力
に
よ

幻
「
水
希
郎
第
一
こ
と
も
遊
園
Ｌ
設
立

の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

盃
蘭
は
児
塞
将
祉
法
に
基
く
児
重
厚

轟
鞭
と
し
て
総
撃
ｕ
Ｏ
万
姦
見
る

脅
用
を
帆
腎
レ
約
そ
の
半
分
を
虜
に
佃

や
相
当
大
規
模
な
施
撃
あ
る
為
、
多

数
の
児
宣
が
利
用
し
真
に
喜
ば
れ
轟

講
を
造
り
た
い
と
愈
甲
レ
梅
ノ
木
と
百

貨
の
境
に
あ
る
小
山
を
最
適
の
地
と
定

め
ま
し
た
。
本
地
は
中
央
頒
盆
地
状
を

な
し
、
山
あ
り
谷
あ
り
で
非
常
に
バ
ラ

イ
テ
ィ
㌃
営
ん
で
お
り
周
辺
部
落
約
五

。
遠
の
児
童
が
利
用
川
東
書
？
．

滑
億
す
る
鷲
は
プ
ー
チ
ン
コ
、
か
ヤ
ン

グ
ル
ジ
ム
、
シ
ー
ソ
、
す
べ
盟
雪
低

鉄
障
、
澤
細
魚
琴
大
敗
橋
、
ス
カ
イ

ス
ク
寸
ク
、
ペ
ン
チ
」
償
所
、
砂
場
、
．

飲
料
水
熊
野
癖
隅
櫓
嘩
バ
ー
護

竣
功
定
日
は
鼎
の
正
式
品
可
腿
か

次
笹
に
瀞
エ
し
葺
涼
粗
馬
‥

の
予
定
で
あ
り
ま
焉

本
施
設
装
町
に
於
て
愚
㍉

為
で
あ
れ
成
東
卯
何
に
よ
っ
環

霊
つ
塔
婆
芋
ヤ
・
ｌ
だ

鞘
椚
越‘．Ｈン

れ

の
運
営
紆
粗
は
恩
潤
．

採
㌦
。

い
ま
す
。
…

ｌ

ｒ

ヽ

一

＿

’

1

1

一

鳳

水
巻
町
葛

職

　

員

・

一

号
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引
酎
鼻
雛
、
ぎ
諒
か
ら
穆

・
・
ｅ
一

哲
も
沃
智
と
害
わ
れ
、
方
々
で
バ
ス

の
浄
風
琴
志
で
あ
っ
た
が
、

町
長
、
精
易
め
社
会
蔓
等
多

数
の
采
智
者
も
隊
博
さ
れ
、
い
よ
く

社
会
人
と
し
て
の
権
利
畿
務
を
ふ
よ
き

れ
だ
新
し
い
成
人
の
か
ど
出
ｌ
を
祝
福
き

れ
た
。

又
当
地
域
よ
り
選
乱
さ
れ
た
衆
、
参
開

院
の
清
風
方
「
多
薫
外
三
名
」

や
町
誇
会
蟄
入
江
誠
氏
よ
打
の
祝
電

も
あ
β
、
町
長
」
公
民
館
長
、
襟
易
め

多
く
の
先
穣
方
か
ら
の
祝
辞
を
受
け
、

杜
葡
八
と
し
て
の
第
姦
箕
島
し

た
が
、
本
日
の
お
視
を
痩
け
花
こ
と
に

対
し
て
、
下
二
の
野
田
旧
悪
さ
ん
は
成

人
著
を
代
表
し
て
、
先
楽
方
の
指
導
を

得
て
Ⅶ
派
な
社
会
人
と
な
り
、
眉
分
た

ち
の
断
水
春
田
、
否
日
本
全
体
雪
朋

る
い
蓼
し
よ
い
社
会
と
し
な
い
、
と
ち

か
ゥ
た
。
お
祝
い
記
念
露
錦
も
、
常

に
明
る
く
「
正
し
い
心
と
姿
」
を
約
す

か
の
煉
尤
受
け
坂
ら
れ
た
。

式
が
終
っ
て
、
単
大
久
留
米
分
校
の
橋

田
教
授
の
紀
森
演
も
、
「
成
人
と
し

て
の
光
惜
」
と
親
さ
れ
、
現
代
背
卑
屈

の
一
般
常
総
と
な
っ
て
い
る
恋
愛
等
の

請
閉
居
晶
込
ま
れ
、
先
生
独
特
の
話

術
に
よ
り
、
暑
い
人
た
ち
が
異
性
と
の

間
で
進
展
し
て
行
く
愛
情
関
係
も
先
輩

の
例
や
自
己
の
将
来
、
相
手
の
実
態
な

ど
よ
く
検
討
し
て
断
行
し
な
け
れ
ば
、

心
安
に
坂
り
返
し
の
つ
か
な
い
、
そ

の
「
き
っ
は
．
　
　
畢
＼

．
墓
腰
椎
更
に
三
十
名
余
有

．
－
－
．
．
＝
．
′
－
＝
・
ニ
ー
′
＝
・
．
．
Ｊ
Ｉ
．
．
・
・
，
Ｉ
Ｊ
，
・
・
＝
′
ｌ
・
・
・
：
Ｉ
Ｊ
：
・
1
／
ｌ
・
・
，
，
，
ｌ
ｌ
，
…

連
は
、
感
鮮

い
悦
代
の
不
満
、
あ
こ
が
れ
、
こ
れ
を

簡
た
し
、
あ
こ
が
れ
を
毒
の
城
に
移

し
、
叉
そ
れ
が
こ
わ
れ
て
、
次
の
不

浄
が
生
れ
る
川
を
し
て
振
り
出
し
に
戻

る
。
戻
つ
た
膵
に
は
橋
べ
て
漁
境
も
溌

り
果
て
て
自
分
の
カ
で
は
と
う
に
も
な

ら
な
い
現
実
を
認
め
る
。
よ
く
あ
る
筋

だ
が
、
告
ぎ
人
＼
－
と
逸
展
し
て
行
く
舞

台
の
演
技
に
強
い
感
動
を
受
け
て
意
鏡

あ
る
楽
し
み
の
一
時
を
過
ご
し
散
会
し

た
。

尚
、
交
当
日
は
、
附
の
式
典
を
終
え
て

各
分
館
で
も
記
念
楢
樹
を
し
た
り
、
視

選
管
と
公
民
館
の
共
催
で

話
し
合
い
指
導
者
講
習
会

一
月
十
一
日
町
民
会
館

公
的
選
挙
運
動
は
日
常
お
互
い
同
志
の

政
治
意
識
の
向
上
が
肝
じ
ん
！
す
べ
て

の
有
権
者
は
、
生
椿
と
政
治
は
直
結
し

て
い
る
こ
と
を
よ
く
諏
撤
し
よ
う
ｔ

ｍ
選
挙
管
視
萎
革
会
で
は
、
公
明
選
挙

運
動
に
つ
い
て
、
官
櫓
者
の
す
べ
て
に

葦
は
「
公
開
選
挙
」
で
、
「
朋
る

い
政
治
は
明
る
い
選
挙
か
ら
」

と
常
に
啓
革
し
て
い
る
が
、
我
が
国
の

現
況
か
ら
み
る
と
ク
ま
だ
み
＼
才
の
声

敬
の
無
β
と
な
穐

こ
た
が
よ
い
。
彩
Ｊ
乞
ｌ

奄
恥
き
、
午
後
に
入
り
、
い
よ
！
1
－
実

演
と
な
っ
た
が
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
れ

て
（
バ
ス
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
）
グ
ル
ー
プ
だ

け
の
懲
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
、

全
体
酎
議
の
寵
録
係
に
し
ら
せ
受
詔

錬
係
は
黒
坂
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
議
題

を
普
く
、
各
グ
ル
ー
プ
の
報
告
が
終
れ

ば
、
無
根
額
題
が
あ
る
か
な
い
か
を
検

酎
し
た
上
で
標
題
を
統
合
し
て
啓
聖

（
こ
の
場
合
少
し
で
も
適
っ
た
ね
ら
い

が
入
っ
て
い
れ
ば
を
れ
仲
頼
る
こ
と
を

や
め
る
）

く出席者たち

も
．
1
Ｔ
バ
グ

鬼
で

丸
亀
サ
　
．
Å
外
の
グ
腿

ま
鼠
に
迷
筋
瞥
ら
針
線
度
の
声

で
許
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

さ
て
当
日
の
実
演
で
は
、
司
会
者
に
高

尾
区
の
普
武
力
王
氏
、
き
配
に
社
数
係

青
田
先
生
と
選
管
事
務
局
の
今
井
さ
．

ん
、
勒
冒
者
に
同
革
務
局
憩
沢
係
長
を

決
定
し
て
進
め
ら
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
で
の
憩
霞

－
炭
坑
地
区
で
は
何
故
甲
養
い
（

公
明
選
挙
）
が
さ
れ
な
か
っ
た
か
？

2
子
供
の
し
つ
け
を
す
る
為
の
母
親

の
教
習
に
つ
い
て
？

3
　
政
治
栢
動
の
憲
慾
の
高
揚

4
我
が
町
の
政
治
の
あ
り
方
抑
何
？

5
新
生
梧
運
動
に
つ
い
て
成
人
祭
、

敬
老
会
等
を
町
と
分
館
で
二
重
に
や

る
べ
き
か
？

赤司講師の講義をき

ｌ
日
傷
全
国
大
会
後
報

八
十
才
以
上
の
傷
痍
車
人
に

表
彰
と
腰
下
に
拝
陶
（
富
田

ノ
三
加
茂
老
人
∵
代
表
者

も
搾
れ
〔
福
間
県
代
表
）

膵
年
十
百
旧
型
茸
二
年
度
の
自
席

全
国
大
会
は
厚
生
菌
後
腹
の
も
と
に

日
本
腎
年
会
館
（
東
京
都
新
柑
区
檎
ケ

丘
）
で
開
催
さ
れ
た
、
全
景
（
抑
棚

を
含
む
）
各
部
葉
表
者
王
者

数
十
名
の
集
い
で
盛
大
に
開
か
れ
た

が
、
当
水
巻
肘
よ
り
も
、
犬
屁
会
長
外

三
名
が
出
席
さ
れ
た
†

主
な
穣
領
収
現
在
職
業
常
人
と
嘗
わ
れ

て
い
だ
者
に
特
に
厚
い
と
て
旧
箪
人
恩

給
の
是
正
と
全
般
的
な
増
蘭
を
要
請

決
醸
し
、
又
こ
の
情
机
の
会
場
は
、

天
畠
陛
下
細
臨
席
の
も
と
炎
十
才
以

上
の
傷
潤
筆
人
に
対
し
て
の
表
彰
も
行

わ
れ
た
。
（
水
巻
即
姦
誓

文
時
折
陸
下
の
拝
粗
が
行
わ
れ
だ
。

老
人
方
の
拝
陽
と
は
別
に
当
的
代
表
は

県
会
袋
ｌ
と
共
尤
皇
居
に
て
天
真
陛
下

挿
絡
菅
許
さ
れ
、
天
皇
自
ら
御
出
ま

し
に
な
り
、
「
塵
誓
人
の
身
体
障

嘗
克
服
」
に
精
進
し
て
い
る
事
に
つ
い

て
の
偶
重
い
轟
の
官
業
を
受
け
、

今
後
ま
す
ま
す
長
打
箆
憲
し
て
一
着

に
生
き
抜
い
て
く
れ
と
の
御
注
意
を
受

け
た
と
い
う
。

因
み
に
郡
内
八
十
才
以
上
の
斐
彰
者
は

無
冠
一
人
濾
濱
村
一
人
水
巻

田
一
人
　
計
三
名
で
あ
デ
に
。

文
最
後
に
軍
人
恩
給
や
、
軍
人
傷
柄
年

金
の
増
額
等
の
件
で
猟
曙
の
だ
め
、
福

岡
県
出
鼻
国
会
軍
九
名
の
方
に
面
談

（
露
院
撃
一
撃
会
館
）
し
て
、
陳

情
の
主
旨
を
説
朗
し
だ
。

一
位
は
遠
二
貰
村

郡
内
役
場
職
員
組
合
春
季
囲
碁
大
会

一
月
十
八
日
遠
賀
村
公
民
館
で

郡
閃
町
村
捜
場
職
顔
組
合
春
の
囲
碁
大

会
は
一
日
十
八
日
（
日
胚
）
年
前
九
時

半
よ
り
遠
賀
村
公
民
館
で
催
さ
れ
た
。

折
柄
の
大
埠
後
の
冷
え
込
み
で
出
足
も

振
わ
な
か
っ
た
が
、
四
ケ
町
村
二
王
ハ

名
の
お
役
所
本
因
坊
の
面
々
が
出
席
、

脇
腹
を
戦
い
午
後
四
時
頃
幕
を
閉
じ
、

逮
帯
が
団
体
戦
一
位
で
惰
れ
の
優
膵

楯
を
獲
得
し
た
。

成
　
績

団
体
戦一

位
　
遼
東
村

（
優
勝
楯
、
賞
状
、
班
会
）

二
位
　
芦
屋
附
・

個
人
戦

一
位

二
位

三
位

四
位

五
位

六
位

七
位

八
位

九
位

十
位

遠
賀
打
　
鍵
本
・

ク
　
・
輿
田
，

ク

・

三

島

．

岡
垣
村
　
竹
井

町
村
墓
蕗
居

白
垣

芦
屋
附
　
帯
謀

ク
　
　
井
上

ク
　
．
申
閥

町
村
長
余
事
務
局

村
上

芦
鹿
町
渡
多
野

∴
以
上

の
方
々
と
映
固
守
甲
心
と
し
て
、

た
事
や
不
審
な
点
に
つ
い
て
の
貸
間
な

ど
腹
臓
な
く
発
音
し
て
貰
い
、
映
画
の

訴
え
る
所
を
十
分
聾
解
さ
せ
、
尚
公
朋

選
挙
に
つ
い
て
、
一
般
細
微
に
つ
い
て

も
、
掘
り
下
げ
た
意
見
や
離
間
を
受

け
、
耶
遍
鯵
禄
員
か
ら
法
的
根
拠
に
基

く
適
切
な
わ
か
均
や
す
い
助
宮
に
よ
り

効
果
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
一
月
十
一

．・∴！．

8　　　7　　　610　　9

主
婦
の
社
会
曙
動
と
家
庭
の
務
解

が
ど
の
横
に
あ
っ
た
か
†

地
方
選
挙
毒
見
お
互
い
に
公
明

選
挙
警
官
と
徹
底
さ
せ
た
い

公
民
館
結
婚
が
盛
ん
に
な
っ
た

が
、
支
度
が
は
で
に
な
っ
て
采
に
厭

だ
諸
会
合
に
対
し
夫
婦
間
の
理
解
が

乏
し
い
．

社
会
教
育
で
は
婦
人
の
方
は
あ
る

プ
密
分
け
る

債
魅
が
出
抑
う
穆
盛
楔
に
輝
．
；

と
が
晩
討
毘
す
ぎ
砲
の
童
額
薯
と

主
義
ず
ク
公
朋
選
挙
を
控
え
お
互
い

に
公
明
遍
拳
を
も
っ
と
徹
底
さ
せ
に
い

〃
と
い
孟
音
が
多
く
の
時
間
空
望

に
楔
だ
っ
た
が
、
全
体
酎
濱
発
言
の
膜

楔
はク

公
明
選
挙
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
ｌ
か

を
良
く
わ
か
ら
せ
る
事
が
必
要
で
Ｙ

週
挙
に
対
す
る
心
掃
え
、
自
由
意
志

で
投
票
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な

い
か
ク
糖
理
人
情
に
慣
く
事
が
地
方

選
挙
の
場
合
は
大
部
分
と
思
う
。

選
挙
さ
れ
る
万
の
聞
親
あ
り
方
、
遜

壷
す
る
方
の
あ
り
方
の
説
明
が
要
求

㌫
亀
啓
よ
く
汐
も
号
音
1

の
人
に
対
し
て
で
も
適
任
者
の
な
い

場
合
は
顎
臆
す
可
き
が
？
と
い
う
年

間
も
出
た
が
、
棄
権
は
い
け
な
い
最

良
と
決
め
た
候
補
者
へ
管
。

交
お
互
い
に
候
補
者
や
、
当
選
人
を

矯
正
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
、
も
の

足
ら
ぬ
候
補
者
も
み
ん
な
で
Ⅶ
派
に

麦
持
者
）
す
る
べ
き
だ
。

少
な
く
と
も
町
蟄
よ
く
し
よ
う
と
い

う
意
志
の
な
い
Ⅶ
候
補
者
は
い
な
い

腎
で
あ
り
、
一
そ
ん
な
人
は
著
ん
有
っ

て
も
候
補
者
と
し
て
無
資
格
だ
。

あ
爵
で
は
青
年
団
培
が
各
候
補
者

署
、

部
落
の
推
舟

く
が
、
こ
れ
′

点
が
み
ら
れ
る

か
、
父
公
民
綿

悪

習

だ

渦

だ
。鋸

離
鯛
酎

終

り

ま

し

た

。

　

吋

華

蘭
、
嘉
の
巡
回
映
傲
酢

と
投
異
前
に
級
友
ロ
い
を
し
て
よ
く
一

い
の
会
は
二
月
中
も

ます．。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

電
波
趣
味
の
会

薫
る
一
月
十
八
日
町
成
人
童
に
於

い
て
田
内
電
懐
趣
味
の
金
主
健
の
ア
マ

チ
ュ
ア
額
綴
公
開
実
験
が
行
わ
れ
市
立

あ
ふ
れ
る
成
人
に
多
大
の
風
味
と
感
銘

を
与
え
ま
し
彗

・
程
度
出
来
て
い
る
横
だ
が
、
父
親
の

方
の
袈
解
が
な
い
、
を
れ
で
蒜
の

理
解
が
欲
し
い
．
（
以
下
野

こ
れ
等
の
懲
租
は
生
薯
で
グ
ル
ー

日
田
艮
会
館
日
太
蘭
で
、
県
教
育
庁
社

会
敵
背
主
真
顔
司
先
生
を
招
き
、
ク
話

し
合
い
指
導
者
の
練
習
会
〃
を
開
臆
し

、
町
内
社
会
葺
並
び
に
各
種
団

僅
各
分
館
等
に
呼
び
か
け
玩
多
数

の
出
冊
者
で
午
前
中
映
図
と
誇
鏡
、
午

後
実
演
と
、
熱
心
な
受
精
の
も
と
に
午

後
四
時
終
了
し
た
。

因
み
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
か
ら

進
め
方
、
最
後
の
全
体
討
甥
の
あ
方
り

と
、
あ
ま
す
処
な
く
受
諾
と
実
衝
が
な

さ
れ
た
。

先
ず
甲
養
い
の
役
付
は
「
出
席
係

二
、
会
場
係
三
、
司
会
者
四
、
記
録
係

五
、
進
行
係
六
、
聖
暑
。
と
れ
だ
け

で
大
体
撃
っ
の
で
あ
る
が
、
特
に
数
字

的
に
こ
み
入
っ
た
ｑ
潜
髄
の
中
の
地

大
石
富
の
生
還
に
よ
せ
て

鯉
口
区
　
百
単
二
等

母
の
愛
鍵
雁
の
誘
い
斤
ぞ
け
り

益
も
管
よ
し
生
き
て
お
り

砿
山
男
強
し
空
曹
蒸
れ
し
む

水
墨
に
命
の
か
ぎ
り
根
か
ぎ
り

生
き
て
某
よ
．
吹
宙
の
故
に
菅
よ
せ
て

机
社
宅
持
永
虹
村

山
鍵
の
聾
に
命
の
あ
り
し
こ
と

館
山
は
蹟
レ
生
命
父
離
し

男
子
良
く
常
山
の
死
魔
退
け
し

鯉
口
区
内
田
妻
風

わ
が
毒
ぷ
母
の
御
声
や
吹
螢
中

東
選
の
雪
に
挑
み
て
戻
り
け
り

輿
刊
弾
の
場
に
埼
れ
て
戻
り
け
り

．
岡
部
　
輝
村

常
鳥
の
い
と
む
吹
常
や
彼
も
亦

啓
洞
に
い
き
と
し
清
書
ん
正
夢
と

′

梧
き
抜
か
ん
大
塔
嶺
や
方
万
風

下
二
　
田
申
　
博
行

暫
嶺
に
碑
の
火
襖
な
が
れ
既
つ

お
正
月
早
Ａ
報
道
陣
を
沸
者
に
た
せ
た

ク
啓
蘭
掘
っ
て
六
日
間
ケ

奇
跡
の
蝕
憲
〓

鯉
口
区
の
大
石
哲
也
雲
車
も
竺
望
一

日
会
友
（
福
岡
県
山
量
東
山
の

今
哀
）
と
二
人
し
て
、
ア
ル
プ
ス
前

積
商
の
東
壁
に
登
っ
た
ま
ま
滑
息
を
絶

ち
、
九
日
午
後
一
時
頃
上
高
地
の
徳
沢

小
屋
附
近
で
救
撫
塔
に
逢
い
、
．
仏
蓮

が
確
認
さ
れ
ま
し
て
、
驚
き
と
帯
び
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
開
脚
口
区

労
務
主
任
と
も
相
談
し
て
、
．
同
区
囲
碁

会
同
人
清
水
会
長
、
亘
剛
会
長
さ
ん

外
金
額
心
か
ら
の
赦
蛭
に
骨
折
ら
れ
、

叉
二
島
鉱
業
所
労
務
諜
華
も
力
掬
え
あ

の
ヽ
多
く
の
関
係
者
の
同
情
が
か
た
む

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
β
ま
す
虻

尚
、
当
の
哲
也
署
蛙
現
任
肩
院
に
凍
傷

治
塀
の
為
入
院
中
で
あ
β
ま
す
が
、

手
足
の
部
分
は
相
豊
愚
と
い
う
革
で

あ
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
生
還
を
喜
ぶ
と
共
に
出
来
る

限
鼻
桐
の
少
な
い
よ
う
に
祈
り
た
い

も
の
で
あ
ひ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
の
電
渡
に
よ
っ
て
本
町
の

成
人
式
の
模
様
が
事
に
載
る

椴
に
全
国
の
ハ
ム
（
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
家
）
に
紹
介
、
実

況
放
送
さ
れ
命
運
の
便
利
さ

と
可
白
き
に
今
更
の
よ
う
に

沢
山
の
見
学
者
の
日
量

ら
せ
ま
し
だ
。

尚
、
当
醇
陳
の
会
で
は
田
内

の
ア
マ
チ
ュ
ア
顆
線
響
最

心
と
し
て
毎
週
土
随
日
午
後

六
時
よ
り
田
公
良
師
に
於
い

て
、
初
心
者
の
為
に
講
習
や

聾
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
滞
臓
の
積
が
期
待
さ
れ

公
開
実
攫
ク
ハ
ム
是
開
音
息

の
聞
合
わ
せ
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
際
広

く
町
内
の
頼
線
（
ラ
ジ
オ
）
瓜
浄
者
（

男
女
年
令
を
問
わ
ず
）
を
対
象
哲
濫

初
歩
署
で
も
出
来
る
ヲ
汐

の
ハ
ム
に
な
る
ま
せ
の
研

患
い
、
少
し
で
も
輿
陳
を
も
霊
蘇

る
人
々
の
欒
ま
り
を
知
持
し
て
野
師

す
。

入
爵
希
望
の
方
は
二
円
末
日
濱
像

左
記
統
御
聞
合
せ
下
き
い
。
Ⅴ
当

柁

：

1

1

・

＼

還
窯
郡
水
巻
即
諾
髄
膜
甲
鍵

遠
賀
那
水
草
即
得
　
失
野
．
蒜

遠
賀
郡
内
の
現
在
金
時
と
し
て
臓
掛

打
開
甜
描
臣
墟

も
の
で
あ
の
ま
雪

区
間
、
（
全
区
延
長
四
八
・
七
Ｋ
Ｍ
）

堅
区
逮
資
材
役
場
前
－
望
村
杏

木

琴
直
曽
木
－
1
披
津
（
質
）

第
三
区
　
曽
木
－
芦
医
町
役
場
前

第
四
区
′
芦
屋
的
船
場
甲
ｌ
水
巻
即
日

炭
商
松
砿
業
所
下

緯
五
区
　
目
顔
砿
無
断
下
」
申
聞
市
役

所
前

型
ハ
区
中
間
市
役
所
前
－
逮
帯
役

場
前
（
ゴ
ー
ル
）
∴
1

成
　
績
　
（
三
位
ま
で
）

（
Ａ
組
）

【
位

二
位

三
位

（
男
親
）

一
位

二
位

水
欝
チ
ー
ム

二
博
聞
四
五
分
四
二
秒

間
包
材
チ
ｒ
ム

二
勝
間
四
八
分
二
二
秒

波
賀
村
チ
ー
重

二
時
間
五
八
分
〇
九
秒

水
巻
町
チ
ー
4
、
・

二
時
間
四
六
分
二
四
秒

逮
資
材
チ
ー
ム

ニ
膵
間
享
有
二
七
秒

三
他
聞
墳
柑
チ
ー
ム

二
博
聞
五
五
分
〇
二
秒


